
ズ
イ
コ
ウ
ジ

端
光
寺

金
期
上
本
多
聞
に
在
っ

て
、
江
西
山
と
鋭

L
、
臨
掛
宗
に
邸
す
る
。
閉
山
は

慰
緩
和
向
、
開
基
副
山
越
は
才
道
仁

・
伊
膝
元
祖
外
記

で
、
究
永
九
年
本
多
安
房
守
そ
以
て
前
間
利
治
に
紡

ひ
、
寺
地
を
新
竪
町
に
得
た
が
、
後
民
安
三
年
今
の

閉
山
に
制
じ
た
。
川
市
寺
の
税
脅
は
、
凶
述
寺
の
制
脅
と

い
ひ
、
鑓
仰
と
総
せ
ら
れ
る
。
附
迎
寺
は
初
光
寺
の

本
寺
で
、
卯
辰
山
感
惚
寺
の
南
谷
に
在
っ
た
が
、
多

年
無
位
に
付
き
、
寺
院
を
破
却
し
て
間
光
寺
に
合
併

ズ
イ
コ
ウ
イ
ン

端
光
院

大
現
寺
田
附
引
第
三
代

前
川
利
直
の
女
で
、
上
野
町
林
侯
松
平
沼
行
の
夫
人

に
な
っ
た
須
知
姉
の
法
製
。
詳
し
〈
は
稲
光
院
妙
照

日
仁
大
筋
。

ズ
イ
コ
ウ

諸
晃

J
ド
ウ
ヒ
ズ
イ
コ
ウ

滋剛山

初
晃
。

ズ
イ
コ
ウ
イ
ン

瑞
香
院
加
質
問附
叫
第
十
二
代

前
川

mm闘
の
女
直
剣
の
法
脱
。
詳
し
く
は
禁
容
院
文

務
態
玉
大
妨
。

科
容
放
と
締
せ
ん
鋳
江
戸
に
赴
い
た
の
に
附
随
行
し
た

把

mで
あ
る
。
著
者
は
邸
側
で
、波
文
を
以
て
把
L
、

作
時
そ
も
交
へ
て
ゐ
る
。

ズ
イ
ゲ
ン
ジ
端
源
寺

岡
京
都
穴
水
川
島
に
在

っ
て
、
間
洞
宗
に
図
L
、
洞
来
山
と
川
町
す
る
。
初
め

能
殺
の
諜
銭
長
氏
は
陸
品
川
提
言
宗
を
奉
じ
、
来
迎
寺

を
rv
リ
明
配
所
と
し
た
が
、
後
総
待
寺
中
如
意
胞
の
質
的

民
努
に
邸
依
し
て
耐
に
制
じ
、
文
明
イ
六
年
臥
奈
川
柑

涜
居
村
の
北
に
あ
っ
た
菅
谷
制
止
円
寺
と
い
ふ
認
言
寺

院
守
政
め
て
羽
田
師
寺
と
稗

L
、
之
を
穴
水
川
島
に
抑

ぜ
し
め
て
山
田
門
紹
鷲
を
閉
山
に
置
き
、
以
て
際
世
の

汚
飽
所
た
ら
し
め
た
。
能
E
H
名
跡
志
に
、『
硝
源
寺
と

て
郡
院
あ
り
。
長
氏
よ
り
寺
鏑
坑
十
石
官
官
附
あ
り
。

長
家
代
々
の
朝
日
提
肪
に
し
て
、
大
寺
な
り
。
』
と
杷
す

司令。

ス
イ

し
た
も
の
で
あ
る
。

ス
イ
シ
ョ
ウ
水
品

能
楽
部
扱
泉
苛
産
の
水
晶

は
、
第
三
紀
な
る
石
英
組
而
岩
間
同
縦
以
内
心
に
あ
石
銅

鎖
阪
に
存
す
る
も
の
で
、
無
色
・乳
白
色
・昭
一
色
の
各

穏
が
あ
る
。
そ
の
他
間
部
賂
小
屋

・
石
川
側
代
谷
町す

の
銅
山
か
ら
も
、
そ
の
石
英
鎖
阪
巾
に
楽
施
な
る
水

晶
を
出
す
が
、
紫
色
な
る
は
渡
見
L
得
ぬ
。

ス
イ
ジ
ョ
ウ

翠
丈

l
ム
一フ
タ
ス
イ
ジ
ョ
ウ

村
田
怒
丈
。

ズ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
隠
照
寺

臥十甲山制
下
凶
川
に
在

っ
て
、
民
宗
一
県
一
概
巳
留
す
る
。
明
治
十
三
年
八
月
寺

訟
の
公
携
を
許
さ
れ
た
。

ス
イ
シ
ョ
ウ
ダ
ニ

水
百
四
谷

石
川
仰
千
丈
?
M
T

聞

方
の
初
出
谷
で
、
そ
の
水
前
水
谷
の
そ
れ
と
A
H
L
.
雄

谷
と
な
っ
て
賂
務
川
に
注
ぐ
。

ス
イ
セ
イ
カ
ン
ソ

hy
g
墨
田
剛
測
加
自
給
で
は

文
化
四
年
パ
リ
シ
苦
虫
の
州
到
し
た
時
、
河
野
泌
殺

が
之
を
税
制
し
て
、
軌
道
の
附
而
所
刷
出
し
た
の
や
一
初

と
す
る
で
あ
ら
う
。
次
い
で
八
年
フ
ラ
ウ
ゲ
ル
キ
ユ

ウ
ス
野
間
一の
見
え
た
時
も
泊
訟
が
之
や
側
測
し
、
叉

文
政
八
年
秩
.
ホ
シ
ス
恕
盟
の
揚
A
H
N

に
は
‘
持
一随一一
川同
様

の
自
邸
に
観
測
来
を
設
け
、
子
市
朗
・凶
行
篤
行
・河

野
通
義
が
削
訴
の
分
的
を
定
め
、
八
月
品
川
三
日
か
ら

九
月
七
日
ま
で
の
側
測
を
民
例
制
に
記
入
し
て
軌
道
を

一罰し
た
。
そ
の
様
械
は
訴
焔
球
儀
門
時
計
〉
・
子
午
儀

及
び
忽
限
俄
で
あ
っ
た
。

ス
イ
セ
キ
テ
イ
水
右
亭

金剛山
吹
上
(
今
長
良

町
〉
に
在
っ
た
人
持
組
律
問
氏
の
別
抗
。
泊
地
担
に

い
ふ
。
こ
の
別
抗
は
も
と
大
東
寺
の
弟
子
尼
の
隠
居

所
で
、
脅
と
め
お
γ

と
い
う
た
が
、
文
政
中
知
山
兵
郎

防
久
の
別
抗
と
し
て
茶
町
、
そ
建
て
た
。
嘗
て
大
山
也
前

例
の
来
山
L
た
時
、そ
の
風
設
の
絶
佳
な
る
JY
円以

L
、

水
石
亭
と
名
づ
け
た
と
。

ス
イ
ト
ウ
ベ
ツ
シ
垂
統
別

史

↓

ハ
Y

ソ
セ
イ

レ
ツ
キ
税
制
服
烈
犯
。

ス
イ
ト
ウ
ベ
ツ
シ
コ
ウ
キ
ヨ
垂
統
別
史
考
綴

一
加
。
天
保
十
三
年
六
月
四
坂
町
出
私
。
著
者
は
先
に

時相続
別
史
bz
若
し
た
が
、
本
部
に
於
い
て
そ
の
本
文

の
出
典
を
明
ら
か
に
し
、
叉
別
に
挺
説
あ
る
も
の
を

感
げ
た
の
で
あ
る
。
般
に
本
訟
で
は
、
考
附
酬
と
等
閑
持

と
が
郎
べ
務
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ズ
イ
末
ン
磁
念

珠
洲
加
問
方
の
内
の
小
手
。

ス
イ
フ
ギ
ユ
ウ
.7
カ

ホ

府

議
院
揖
縁

l
v
ミ
ト
ロ

ウ
シ
水
戸
総
士
ハ七
、
松
原
訓
枇
)
。

ズ
イ
リ
ュ
ウ
コ
ウ
デ
ン
リ
ヤ
ナ

端
鱒
公
団
間
略

一
加
。
平
和
元
年
お

m奴
胤
が
、
越
中
瑞
砲
寺
活
協

ズ
イ
リ
ュ
ウ
カ
歩
キ

瑞
諮
問
記

一
加

o
m
m

n
M
周
若
。
委

L
〈
は
陸
中
凶
商
問
山
瑞
龍
附
氾
と
凶

L
、
越
中
高
岡
な
る
m
抑
制
寺
の
陶
来
を
波
文
で
結
い

た
も
の
で
あ
る
。
寛
政
十
一

日
ヰ
五
且
之
を
同
寺
に
納

め
た
。ズ

イ
リ
ュ
ウ
コ
ウ
ゴ
ホ
ン
ピ
ヨ
ウ

端
飽
公
御
年

表

ニ
加
。
有
得
点
服
の
拠
。
，
M
m利
長
の
年
訟
で

あ
る
。

ズ
イ
セ
ン
ジ

諸
泉
寺

金
持
拡
十
人
聞
に
在
っ

て
、
民
宗
東
振
に
幽
す
る
。
寺
胞
に
、
初
め
永
正
元

年
了
給
、
石
川
畑
抑
野
村
に
創
立
、
上
宮
寺
と
栴
し

た
が
、
限
投
入
年
金
内
片
町
に
料
じ
、
見
永
十
年
組

中
弁
披
硝
泉
寺
玄
良
の
二
子
宣
心
が
そ
の
住
持
と
な

っ
て
、
寺
川
町
少
一蹴
泉
寺
と
臨
め
、
後
間
以
に
寺
地
を
今

の
田
聞
に
修
し
た
と
。
宣
心
此
泊
二
年
八
月
絞
、
第
二

代
貰
怖
は
他
姓
か
ら
入
っ
て
統
そ
法
け
た
。

ズ
イ
セ
ン
ジ
シ
イ
ン

端
泉
寺
支
院

金
都
大
衆

犯
井
波
町
に
在
っ

て
、
園
出
宗
東
波
に
回
す
司
令
。
越
中

，，

島
守

升
披
硝
泉
寺
の
放
患
で
あ
っ
た
の
を
、
明
治
什
ご
年

支
院
と
改
和
し
た
。

ス
イ
h
F
イ

翠
蓋

l
チ
ョ
ウ
ス
イ
タ
イ
組
問
獄

raq
。ズ

イ
テ
イ
瑞
貞

』
イ
チ
タ
ズ
イ
テ
イ
以
竹

JM-sd
、。

耳
ピス

イ
テ
ン
グ
ウ

水
天
宮

金
仰
の
人
小
山崎
小
助

と
い
」
背
水
天
{
出
合
同州政
L
、
出〈
和
二
年
ご
月
十
五

日
久
田
米
の
本
枇
か
ら
分
腕
脅
得
て
己
が
邸
内
に
制

約
し
た
。
そ
の
後
河
川
製
助
の
時
、
明
治
十
五
年
彦
三

六
喬
丁
に
砂
耐
押
し
て
仰
践
を
即
位
鈍
し
た
が
、
今
は
無

、。、
L
V

ズ
イ
ホ
ウ
ザ
ン

瑞
鳳
山

問
主
都
中
間
闘
の
東
北

で
、
中
尉
六
肪
明
耐
の
宋
祉
制
鳳
宮
が
あ
る
。
こ
の

祉
は
貞
享
二
年
向
来
明
日
に
も
縦
せ
ら
れ
て
府
ろ
。
能

回

R
名
跡
志
に
、『
後
品
川
mm院
の
御
宇
に
、
初
め
て
給
凶
日

下
り
し
時
奔
戴
せ

L
地
脅
瑞
臥
山
と
て
、
則
後
応
用
別

院
の
御
品
聞
を
祭
。
、
給出
目
下
り
し
日
三
月

H
一
日
を

侭
年
祭
砲
と
す
る
也
。
此
の
瑞
臥
山
は
風
川
町
の
名
山

也。
』
と
あ
る
。

ス
イ
モ
ン
ガ
ケ

水
門
這

臥
奈
川
州
時
同
な
る
段

々
木
の
海
岸
に
あ
っ
て
、

一
名
を
穴
鐙
と
呼
ば
れ

る
。
流
紋
岩
か
ら
成
ろ
断
出
で
、
そ
の
麓
に
洞
穴
が

あ
る
。ス

イ
モ
ン
ヤ
マ

水
門
山

風
車
部
是
清
の
部
前

か
ら
彼
方
に
在
る
山
。
お
さ
一
二
三
米
。
地
質
第
=
一

紀
系
。ズ

イ
ヨ
ウ
イ
ン
瑞
陽
院

加
鉛
滞
主
第
武
代
前

凶
綱
紀
の
子
郭
蜘
の
法制
批
。
砕
し
〈
は
削
除
腕
春鈴、

完
泥
鴨
川
女
。

ズ
イ
ヨ
ウ
ジ
隠
用
寺

胤
ぬ
榔
金
丸
に
在
っ
て
、

提
出
町
東
振
に
幽
す
る
。

ズ
イ
リ
ュ
ウ
イ
ン

瑞

議

院

加
賀
務
全
第
二
代

前
聞
利
長
の
法
統
。
滞
L
〈
は
瑞
開
院
事
山
英
賢
大

研
士
。

四
回
四


